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Ϩ．はじめに
本報告は、2009年度から筆者のゼミナールで
行ってきた「中山間地域農業参画プロジェクト」
の内容と学生たちからみた同プロジェクトに対
する評価について明らかにすることを目的とする。
農業体験学習のフィールドとなった福島県二
本松市東和地区は、阿武隈高地に位置する中山
間地域である （写真 1）。この地域は、1980年代
まで水稲作とともに養蚕、葉たばこ栽培が盛ん
であったが、価格支持政策の後退や事業民営化
の影響を受けて農業の縮小を余儀なくされてき
た （山川、1997：高野、2006）。この結果、阿武
隈高地を中心に福島県では耕作放棄地が拡大し
てきた （宮地、2008）。なかでも東和地区（旧安
達郡東和町）は、とくに耕作放棄地の拡大が顕
著であり、中山間地域問題が典型的に顕現して
いる地域といえる。
筆者は、かつてこの地域の農業問題の形成過
程と問題克服へ向けた新たな取り組みとして有
機農業の展開とその地域的な意義について研究
していた1）。研究論文を取りまとめた後、しば
らく現地の生産者との関係も薄くなっていた
が、国士舘大学に着任した2008年に、「地理学
野外実習C」2）を二本松市東和地区で実施する
ことになった。その実習の折、生産者の一人か
ら「この地域が元気になるような新しい取り組
みを始めないか。たとえば農業の実習をここで
やって、われわれと交流するというのはどう
か」と打診があった。これを受けて、学生たち
は数回にわたって取り組みの是非を検討した。
その際、筆者の前任校である日本大学文理学部
地理学科の水嶋一雄教授のゼミ生に、富山県入
善町でコメ作りの取り組み 3）の内容を発表して
もらった。検討の結果、2009年 1月に学生た
ちは中山間地域の棚田において農業体験をしな
がら、地域住民と交流する取り組みを始めるこ
とにした。筆者らはこの取り組みを「中山間地
域農業参画プロジェクト」と称すことにし、中
山間地域の農業の現状や問題について体験を通
して学ぶことになった。
農業体験は、東和地区の南西部に位置する西
谷集落 4）の水田で行うことになった。西谷集落
は、人口158人、世帯数39戸（2009年10月末
日現在）である。4戸を除いた35戸が農家であ
り、そのうち男子生産年齢人口のいる専業農家
が 2戸、高齢専業農家が 4戸、兼業農家が29戸
である。集落の総面積は約231haであり、田が
約26ha、畑が約53ha、山林が約116haであるが、
耕作放棄地も約24haまで拡大している（数値
は、すべて2009年調べ）。西谷集落で農業体験
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写真 1　二本松市東和地区陣場山からの遠景
（2010年5月筆者撮影）
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を行うことにした理由は、次の点にある。
第一は、1990年代後半に実施した筆者の研究
に多大な協力を得た有機農業生産者が、この取
り組みを支援する体制を集落で整えると約束し
てくれたことである。第二は、この集落が中山
間地域等直接支払制度の集落協定を締結してい
る集落であり、農地利用のあり方を模索してい
る集落であったことにある。このことは、高齢
化や兼業化が進展している集落とはいえ、集落
内の農業や農地管理を検討する意欲があること
を示している。第三は、集落の住民と交流する
のに適した公会堂がある点である （写真 2）。
体験の場となった水田は、集落の北側に広が
る棚田地帯にある 2つの圃場（面積は、合計で
約12a）で行うことになった （写真 3）。この 2
枚の水田は、所有する農家が高齢になったこと
を理由に耕作を断念しようと考えていた農地で
ある。この水田を集落の中核的農家が借地契約
し、大学生の農業体験用の水田として利用する
ことになった。
ϩ．学生の属性と取り組みの内容
2009年度と2010年度における宮地ゼミ所属
学生は、合計で33名であった。その出身地は、
千葉県が 8名と最も多く、続いて東京都の 6
名、埼玉県 2名など、首都圏出身者が21名（全
体の約64％） を占めていた （図 1）。表 1は、学
生たちの過去の農作業の体験歴を示したもので
ある。これをみると、小学校高学年時代を中心
に 1～2回程度の作業経験がある学生の最も多
い。また、毎年何回か農作業を経験している学
生も 8名いた。これらの学生は、実家や親戚が
農家であり、田植えや稲刈りを中心に親族の農
表 1　ゼミ生の過去における農業体験の有無と頻度
過去の農業体験の有無と頻度 回答数
何度も経験したことがある（ 1年に何回かの作業経験がある）  8
何度か経験したことがある（数年に 1回程度の作業経験がある）  7
経験したことがある（過去に 1～ 2回程度の作業経験がある） 14
まったく作業した経験がない  4
資料：2010年 1月，2011年 1月のゼミ生へのアンケート結果より作成．
写真 2　中山間地域農業参画プロジェクトの
活動拠点・西谷公会堂　　
（2010年5月筆者撮影）
写真 3　農業体験圃場の遠景
（2009年9月筆者撮影）
注． 農業体験圃場は，右手前から奥に 3枚目の圃場と 5枚目
の圃場．
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理解することにならないし、意味がない」とい
う批判的な意見も出された。筆者らは、常に西
谷集落で作業することはできないとしても、概
ね月に 1回の農作業をしようと考えていた。そ
こで、年間の作業計画を改めて説明し、溝掘り
や播種、苗床づくり、除草作業等も含めて体験
させてもらうことで、中山間地域での農業生産
や生活の尊さや苦労を学びたい旨を伝え、協力
を願った。ひとまず、集落住民からの了解を得
て、「中山間地域農業参画プロジェクト」が始
動した。
以下、「中山間地域農業参画プロジェクト」
の 1年間の取り組み内容を紹介する。2009年
度、2010年度の作業暦は表 2に示したとおりで
ある。現地での作業は、4月の播種と苗床づく
り、溝掘り、5月の田植え、7月と 8月の除草、
追肥、水田法面の草刈り、9月の稲刈り、10月
作業を定期的に手伝っている学生たちである。
その一方で、まったく農作業の体験がない学生
は 4名いた。もっとも多かったのが過去に 1～
2回程度の作業した経験をもつ学生であった。
農作業を体験したことのある時期は、小学校高
学年（4年生～6年生）時代が最も多く、21名
であった。
2009年1月にプロジェクトの立ち上げをゼミ
の中で決めた後、同年 4月に 4年生 4名と筆者
で西谷集落に挨拶へ出掛けた （表 2）。西谷集
落では、臨時に行政区の班長会議を招集しても
らい、宮地ゼミの意向を伝え取り組みへの理解
と協力をお願いした。会議のなかでは、「大学
生との交流を楽しみながら、農業を一緒にやり
たい」など、この取り組み対する好意的な意見
が出された一方で、「田植えと稲刈りだけ、
ちょっと体験するような取り組みなら、農業を
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の精米に 2月の年度反省会と次年度検討会の合
計 7回である。5月の田植えと 9月の稲刈りは、
3年生と 4年生ともに参加することとする一方
で、4月の播種等の作業は、3年生のゼミが本
格的に始まっていないために 4年生が、7月と
8月の草取り等と10月の精米作業は、4年生の
就職活動や卒業論文の作成を配慮して 3年生が
担当することとした5）。また、2月の年度反省
会と次年度検討会は、3年生を中心に 4年生も
任意で参加することになった。
体験の場となる水田は、阿武隈高地の小規模
な谷戸に棚田上に連なる水田の一部であり、圃
場整備はもとより灌漑用水路も十分に整備され
ていないところにある （写真 3）。用水は天水
に依存しており、渇水に悩まされる年も少なく
ない。春先には集落からこの水田地帯に通じる
農道を整備するとともに、用水路として活用す
る溝を掘る必要がある。
4月の作業は、まずこの溝掘りから始まる
（写真 4）。この作業は、農業基盤整備事業が進
表 2　プロジェクトの取り組み （作業） 内容 （2009・2010年度）
日程 主な取り組み（作業）の内容 学生参加人数
【2009年度】
4.10～11 打ち合わせ会，溝掘り，播種，苗床づくり 4年生 4名
5.03～05 住吉神社ご祈祷祭，田植え，里芋定植，交流会 4年生 8名， 3年生12名
7.04～05 除草作業，追肥，水田法面の草刈り，東和ロードレース大会補助 3年生 6名
8.24～25 除草作業，水田法面の草刈り 3年生 5名
9.19～21 稲刈り，交流会 4年生 8名， 3年生12名
10.30～31 精米作業，学園祭最終打ち合わせ会 3年生 4名
11.03～04 楓門祭にて焼きおにぎり，お米の販売 4年生 8名， 3年生1 3名
11.19 福島県集落活性化検討会（会津若松） 3年生 3名
1.12・14 ゼミ内での2009年度反省会，2010年度検討会 4年生 8名， 3年生1 3名
2.20～21 西谷集落での2009年度反省会・2010年度検討会 4年生 3名， 3年生8名
【2010年度】
4.08～10 水田の溝掘り，播種，苗床づくり，しいたけ用原木切り 4年生 4名
5.03～05 住吉神社ご祈祷祭参加，田植え，里芋定植，しいたけ植菌，交流会 4年生11名， 3年生11名（卒業生 2名）
7.0 3～04 除草作業，追肥，水田法面の草刈り，東和ロードレース大会補助 3年生 5名
8.28～29 ゼミ合宿 （ 8月 以降，学園祭での出店へ向けて順次検討会を実施
除草作業，水田法面の草刈り，子ども会夏祭り 3年生 4名
9.18～20 稲刈り，交流会，太田幼稚園運動会参加 4年生11名， 3年生6名
10.30～31 学園祭での販売検討会，精米作業 3年生 4名
11.02～03 学園祭での焼きおにぎり，うるち米，もち米販売 4年生13名， 3年生12名
12.12 もち加工の検討，福島大交流フェア参加（池袋） 4年生 2名， 3年生2名
1.19 ゼミ内での年度反省会，次年度検討会 4年生13名， 3年生12名
2.19～20 2010年度反省会・2011年度検討会，子ども会冬祭り 4年生 3名， 3年生 6名
写真 4　溝掘り作業
（2009年4月筆者撮影）
注． 用水路の整備が行われていないため，自分たちで用水路
を掘って整備する．
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穣を祈るもので、祝詞をあげた後には神社の境
内で各自が持ち寄った料理と地酒で、参加者同
士の親睦を深めた （写真 7）。
7月には、除草や草取り、追肥の作業を行う
が、あわせて地元のイベントである東和ロード
レース大会の補助員として前夜祭や大会当日の
給水係を担うことになった （写真 8）。8月の除
草作業は、すでに出穂後の作業であり、約 1ヵ
月後に迫った稲刈りを想定しながら、炎天下の
なかで作業することになる。時に、集落内の他
の水田の除草や草刈り作業を手伝うことも、ム
みにくい中山間地域ゆえの作業といえる。栽培
品種は、5月上旬に田植えを行う作業暦を鑑
み、「ひとめぼれ」 （早生種） ともち米の「こが
ねもち」とした。
5月の田植えは、基本的に手植えで行った
（写真 5・6）。田植機での作業もできなくはな
いが 6）、伝統的な稲作の作業方法を学びながら
作業することに意義があると考え、手作業で
行った。なお、5月は電車とバスを乗り継いで
東和地区へ到着した学生たちは、住吉神社で行
われるご祈祷祭に参加する。ご祈祷祭は五穀豊
写真 5　農家の方からの指導を受けながらの
田植え作業　　　　　　　
（2010年5月筆者撮影）
写真 6　集落の皆さんに見守られながらの
田植え作業　　　　　　
（2010年5月筆者撮影）
写真 7　住吉神社でのご祈祷祭後に行われる食事会
（2010年5月筆者撮影）
注． 2010年 5月のご祈祷祭が，過去最大規模の参加者だった
という．
写真 8　東和ロードレース大会の給水係として
役割を果たす学生たち　　　
（2010年7月筆者撮影）
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うことのできる作業である。稲刈りも田植えと
同様に、手作業で行った。鎌の使い方、稲わら
の束ね方、はさ架けへ収穫した稲のかけ方など
を教えてもらいながら作業した （写真10）。5月
の田植えと 9月の稲刈りには、多くの学生が参
加するため、集落の公会堂の前庭でバーベ
キューをしながら、集落の皆さんとの交流を深
めた （写真11）。
10月の精米作業は、稲刈り後、はさ架けされ
た稲を 2週間ほど天日乾燥した後、脱穀と色彩
選別機付きの精米機のある農家 8）での精米を依
ラ社会のなかでは大切なことである。既述した
ように、西谷集落は中山間地域等直接支払制度
の交付金対象集落でもあり、協定農地を適切に
管理することが求められている。作付された水
田はもとより、自己保全管理 7）の水田等も含め
て適切な管理が必要であり、集落住民が共同で
草刈り作業を行っている。学生たちは、集落の
皆さんから草刈り機の使用方法を教えてもらい
ながら、不整形な水田での草刈りを手伝った
（写真 9）。
9月の稲刈り作業は、もっとも充実感を味わ
写真 9　炎天下のなかでの草刈り作業の様子
（2010年8月筆者撮影）
注． 草刈り機の使用方法などは，農家の方からレクチャーを
受けて作業する．
写真10　稲刈りの様子
（2009年9月筆者撮影）
注． 稲を刈る人，束ねる人，はさにかける人と分担して作業
に当たった．
写真11　集落の皆さんとの交流会
（2010年9月筆者撮影）
写真12　楓門祭での一コマ
（2010年11月筆者撮影）
注． 西谷集落から17名の方が来校して，学生たちと一緒に「LOHASな
おにぎり（焼きおにぎり）」と「LOHAS米」，豚汁等を販売した．
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の会議に参加した立正大学の熊谷地理研究所が
報告した「地域お宝マップの作成」は、具体的
な地域づくりへ向けた取り組みであり、筆者ら
の取り組みにも大いに参考になるものであっ
た。
また、プロジェクト 2年目の2010年度には、
水稲作だけでなく里山再生を目標としたしいた
け栽培や西谷集落の地域資源発掘調査、西谷集
落子ども会とのジョイントイベント（夏祭りと
冬祭り）、太田幼稚園の運動会への参加など、
活動が多様化した点も特筆しておきたい。しい
たけ栽培は、2009年度の事後評価アンケートの
なかに書かれていた学生からの希望で行ったも
のであり、2010年度は手始めとしてしいたけ用
原木 （クヌギ） 200本となめこ用原木 （サクラ）
100本分を切り出し、5月に植菌した （写真15）。
子ども会のイベントは、筆者らの農業体験の窓
口になる世代が50歳代から60歳代であり、より
広い世代との交流を目的に、8月に流しそうめん
と花火大会を、2月に子どもたちと高齢者、そし
て学生たちとの交流を目的に、地域に残る伝統
的な正月遊び（凧づくりと凧あげ、お手玉づくり
とお手玉遊び）をそれぞれ楽しんだ （写真16）。
次章では、これらの取り組みを学生たちがど
のように評価しているのかをみてみたい。
頼した。精米後、ワゴン車で東京へ運び、11月
上旬に行われる楓門祭（国士舘大学世田谷キャ
ンパス学園祭）で使用した9）。学園祭では、西
谷集落からも毎年20名弱の方に来校してもらい、
学生と一緒におにぎりづくりや焼きおにぎり、
豚汁等の販売を支援していただいた （写真12）。
1日目の夜には、都内の繁華街で交流会を開催
している。
2月には、西谷集落において当該年度の反省
会と次年度の検討会を行った。反省会では、1
月中にゼミと西谷集落において実施する事後評
価アンケートの結果に基づいて、1年間の取り
組み内容をゼミ、集落両面から省みることにし
ている。あわせて次年度の取り組みの内容を、
反省点を踏まえつつ検討することにしている
（写真13）。
なお、2009年11月に福島県集落活性化県民
討論会が会津若松市のワシントンプラザホテル
にて開催された。佐藤雄平福島県知事も参加し
たこの会議に、3年生 3名が参加し、2009年度
の取り組みの内容とその成果を報告した （写真
14）。この検討会には、国士舘大学宮地ゼミの
ほかに福島大学と立正大学が参加し、それぞれ
の調査あるいは体験プログラムの対象地域での
取り組みとその成果に関する報告があった。こ
写真13　年度反省会と次年度検討会の様子
（2010年2月筆者撮影）
写真14　福島県集落活性化県民討論会での報告の様子
（2009年11月筆者撮影）
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の、「寝耳に水」の学生がいたことは否定でき
ない。3年生が 4年生と比較してやや消極的な
意向になっているのは、こうした取り組みに対
する主体性の違いであったように思われる。同
様の傾向は2010年度の 3年生にもより明確に
表われている。表 4は、プロジェクトのなかで
印象に残っている取り組みを示したものであ
る。参加人数の多い 5月と 9月の活動に高い数
値がみられる一方で、ゼミ生が関わった多様な
取り組みに回答数が分散している傾向もみてと
Ϫ．学生たちのプロジェクトに対する評価
2009年度の 4月に 3年生13名が宮地ゼミに
配属された。4年生 8名を含め、総勢21名の本
プロジェクトに対する当初の意向は、表 3のと
おりであった。4年生は、自らが話し合いをと
おしてこの取り組みを始めることを決断したた
め、概ね前向きであったと考えられる。その一
方で、3年生はゼミ配属時に当年度から福島で
のプロジェクトを始めることが説明されたもの
表 3　「中山間地域農業参画プロジェクト」への参加意識
1）2009年度
3年生 4年生
積極的に関わりたいと思っていた 4 積極的に関わりたいと思っていた 4
適度に関わりたいと思っていた 7 適度に関わりたいと思っていた 4
あまり関わりたくないと思っていた 1 あまり関わりたくないと思っていた 0
関わりたくないと思っていた 0 関わりたくないと思っていた 0
よく分からないうちに関わることになっていた 1 よく分からないうちに関わることになっていた 0
2）2010年度
3年生 4年生
積極的に関わりたいと思っていた 1 積極的に関わりたいと思っていた 6
適度に関わりたいと思っていた 9 適度に関わりたいと思っていた 6
あまり関わりたくないと思っていた 0 あまり関わりたくないと思っていた 1
関わりたくないと思っていた 0 関わりたくないと思っていた 0
よく分からないうちに関わることになっていた 2 よく分からないうちに関わることになっていた 0
資料：2010年1月，2011年1月のゼミ生へのアンケート結果より作成．
写真15　里山の再生を目指して原木しいたけの
栽培を開始　　　　　　　　
（2010年５月筆者撮影）
写真16　子ども会主催の冬祭り
（2011年2月筆者撮影）
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村、地域文化について学びを深めているようで
ある。あわせて、コミュニケーション能力や組
織運営能力を身につけるという点でもこの取り
組みは活かされているように思われる。農作業
はもとより交流会においては、老若男女を問わ
ず集落の皆さんと飲食を共にし、様々な会話を
しながらひと時を過ごすことになる （写真17）。
また、宿泊先を提供していただいている民泊先
では、家族ぐるみで学生たちを受け入れていた
だいている （写真18）。そこでの温かいもてな
しが、学生たちにも忘れられない思い出になっ
れる。それぞれ学生たちは、西谷集落での体験
が思い出となっていることがわかる。
こうした取り組みから、学生たちが学んだと
考えている事項を表 5に示した。農業や農村の
現状や祭りをはじめとする地域の伝統文化に対
する理解を深めたという意見と、ゼミ生同士や
西谷集落の住民との関係づくりを学んだという
意見に注目したい。学生たちは、農業基盤整備
が整った水田ではなく、用水を引き込む溝掘り
を含め重労働を強いられる中山間地域の農地で
の農作業や住民との交流をとおして、農業や農
表 4　印象に残っている取り組み（2009・2010年度）
2009年度 2010年度
溝掘り 4 種まき，苗床づくり 3
種まき，苗床づくり 4 住吉神社ご祈祷祭 6
住吉神社ご祈祷祭 10 田植え 10
田植え 12 交流会（5月） 9
交流会（5月） 12 西谷集落地域資源発掘調査 3
東和地区エクスカーション 2 草取り，草刈り 4
東和ロードレース大会補助 3 東和ロードレース大会補助 2
草取り，草刈り 4 子ども会夏祭り 3
稲刈り 12 稲刈り 7
交流会（9月） 12 交流会（9月） 8
精米 1 太田幼稚園運動会 7
学園祭での販売，交流会 11 精米 3
集落活性化県民討論会 3 学園祭での販売，交流会 12
その他 2 ふくしま大交流フェア 3
その他 3
資料：2010年1月，2011年1月のゼミ生へのアンケート結果より作成．
注．複数回答可．
表 5　「中山間地域農業参画プロジェクト」から学んだこと（2009・2010年度）
3年生 4年生
農業や農村の現状 14 西谷集落の方との関係づくり 13
ゼミ生の関係づくり 12 ゼミ生の関係づくり 12
西谷集落の方との関係づくり 11 農業や農村の現状 10
祭りや料理，酒などの地域文化 10 祭りや食事，酒などの地域文化 8
農作業の技術 9 農作業の技術 7
プレゼンテーションの方法 5 卒論やレポートのまとめ方 6
レポートのまとめ方 3 プレゼンテーションの方法 2
その他 3 その他 1
資料：2010年1月，2011年1月のゼミ生へのアンケート結果より作成．
注．複数回答可．
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る説明をして好感をえるだけでなく、たびたび
西谷集落において多世代の皆さんとの会話に慣
れていたことが、面接担当者との会話において
もさほど動じずに対応できたと感じる学生も少
なくない10）。一方で、西谷集落における多面的
な学びを、卒業論文の作成など学術的な成果物
へつなげていくことは、大学教員としての筆者
の今後の課題といえるだろう。
しかし、こうしたプロジェクトを継続してい
くためには少なくない課題が指摘されている
（表 6）。 プロジェクト1年目の2009年度は、「経
済的負担の軽減」が学年を問わずもっとも大き
な課題として指摘されていた。このプロジェク
トは、「国士舘大学野外調査安全管理指針」に
基づいて実施しており、現地へのアクセスは公
共交通機関を使用することとしている。高速バ
ス等、比較的安価に往復することもできなくは
ないが、新幹線を利用した場合には、現地との
往復に約16,000円がかかることになる。これに
現地でかかる諸経費を加えると、学生たちは 1
泊 2日で20,000円を負担しなくてはならなかっ
た。5月、7月もしくは 8月、9月、10月もしく
は2月に現地を訪ねると、80,000円を超える負
ているようだ。日頃、同世代との関わりしかも
たない学生もいるなかで、自身の両親や祖父母
の世代、一方で幼い子どもたちとの交流は、多
様な世代との関わりをもつ貴重な機会となって
いる。ゼミ配属時には小さな声でしか挨拶でき
なかった学生が、人前で自分の意見を述べる姿
に、筆者は学生たちの成長を感じている。ま
た、学生たちは彼らを温かく受け入れてくれる
ムラの関係者に、主体的にお礼を伝えようとす
る姿勢が生まれてきている （写真19）。このよ
うな学生時代の後半に得た体験は、就職活動の
面接時にも優位に働いているようである。学生
たちは、このプロジェクトの目的や内容に関す
写真17　交流会の場で挨拶する学生たち
（2010年9月筆者撮影）
写真18　宿泊先は農家民泊
（2010年5月筆者撮影）
注．どのお宅でも心尽くしの手料理が振る舞われる．
写真19　太田幼稚園運動会に参加した学生たち
（2010年9月筆者撮影）
注． 学生たちが園児たちにプレゼントを贈呈．また年度反省
会の折には，プロジェクト 1年目に参加した学生たちの
発案で， 1年間の活動を記録したアルバムと学生たちの
寄せ書きを，西谷集落の皆さんへ贈呈することが恒例行
事となりつつある．
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の補助事業である「地域づくりサポート事業」
に申請し採択されたことを受けて、学生たちを
農作業ボランティアとして地域づくりに関わる
体制を採っていただいたことである。このこと
から、2010年度の 4月、7月、8月、9月の実習
は、福島県からの支援を受けて円滑に実施する
ことができた。こうしたことから、2010年度に
なると「経済的負担の軽減」は、課題の上位に
はあるものの、前年度と比較するとやや改善さ
れていると評価されている。その一方で「学園
祭での調理、販売方法の検討」や「農産物の販
売促進」が、とりわけ2009年度に課題として
指摘されている。この年度は、初めての学園祭
の出店ゆえ、準備段階から想定する以外の物品
が必要になり対応に苦慮したことや、学園祭時
担があったと考えられる。
この点を踏まえて、2010年度は 2つの側面で
学生たちへの経済的な負担を減らす努力を行っ
た。一つは、地理学教室の専攻予算の使用をお
願いした点である。地理学教室が発行する
ニューズレターに「中山間地域農業参画プロ
ジェクト」の様子を掲載してもらったり、専攻
のホームページに福島民報や福島民友で取り上
げられた新聞記事とともに取り組みの様子を掲
載してもらったりした11）。専攻の先生方からは
「地理学教室や国士舘大学の情宣効果もあるた
め、福島農村実習へ専攻予算を使用することを
認める」こととしていただいた。このことか
ら、2010年度は 5月の実習を専攻予算で実施す
ることができた。もう一つは西谷集落が福島県
表 6　「中山間地域農業参画プロジェクト」を継続していくための課題
1）2009年度
3年生 4年生
経済的負担の軽減 9 経済的負担の軽減 8
農産物の販売促進 7 学園祭での調理，販売方法の検討 7
学園祭での調理，販売方法の検討 6 農業や農村の学習 3
農業や農村の学習 6 作付規模の拡大 2
農産物の質の向上 5 農産物の販売促進 2
栽培作物の多様化 5 農作業の技術習得 1
作付規模の拡大 5 西谷集落の方との関係づくり 1
西谷集落の方との関係づくり 5 ゼミ生同士の交流 1
ゼミ生同士の関係づくり 3 栽培品種の検討 1
農作業の技術習得 2
2）2010年度
3年生 4年生
西谷集落の方との関係づくり 6 経済的負担の軽減 7
経済的負担の軽減 5 ゼミ生同士の関係づくり 7
栽培作物の多様化 5 西谷集落の方との関係づくり 6
農業や農村の学習 5 作付規模の拡大 4
学園祭での調理，販売方法の検討 4 栽培作物の多様化 3
ゼミ生同士の関係づくり 3 学園祭での調理，販売方法の検討 3
農産物の質の向上 2 農産物の質の向上 3
作付規模の拡大 1 農業や農村の学習 2
その他 1 農産物の販売促進 1
その他 3
資料：2010年1月，2011年1月のゼミ生へのアンケート結果より作成．
注．複数回答可．
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摯に向き合い、新たな展開を模索していくこと
が必要であるように思われる。
総じて、学生たちはこのプロジェクトを好意
的に評価していると考えられる。表 7をみる
と、2009年度、2010年度ともに学年を問わず
3分の 2の学生がこの取り組みを行って「大変
良かった」ないしは「良かった」と回答してい
る。同様に、表 8に示した今後の継続意欲は、
概ね高い継続意志と継続希望が示されている。
表 3に示した「参加意識」と比較してみると、
一年間を経てこの取り組みの意義を感じるよう
に変化していると判断できそうである。とはい
え、「どちらともいえない」等の回答も看過で
きない。とくに「どちらともいえない」は、
2010年度のとくに 3年生に多くなっている。
既述したように、このプロジェクトの目的や意
義を、学生たちそれぞれが後輩世代に実感を
もって伝えていってもらうことが重要であると
考えられる。
の役割分担や調理方法にも多くの課題を残して
いた。2年目の2010年度は、表 6をみる限り多
少は改善されたと判断できそうである。むしろ
2010年度の 4年生が、「ゼミ生同士の関係づく
り」や「西谷集落の方との関係づくり」に課題
を感じており、プロジェクト開始当初の思いや
勢いをいかに継承し、新たなゼミメンバーであ
る 3年生に伝達していくかが課題として変化し
てきているようにみることもできる。また、
「栽培作物の多様化」や「作付規模の拡大」は
前向きな検討課題であるが、学生たちが西谷集
落において作業できる日数も限られているた
め、容易に実現可能ともいえない。粗放的管理
によって栽培が可能な品目の導入は、検討の余
地があるだろう。
以上のように、課題点は 1年目と 2年目に微
妙に指摘点の重要性が変化してきていることが
わかる。このプロジェクトを継続させていくた
めには、大学、集落双方が一つ一つの課題に真
表 7　「中山間地域農業参画プロジェクト」の感想
1）2009年度
3年生 4年生
大変良かった 9 大変良かった 6
良かった 3 良かった 2
どちらともいえない 1 どちらともいえない 0
あまりよかったとは思わない 0 あまりよかったとは思わない 0
まったくよかったとは思わない 0 まったくよかったとは思わない 0
2）2010年度
3年生 4年生
大変良かった 6 大変良かった 9
良かった 3 良かった 2
どちらともいえない 3 どちらともいえない 1
あまりよかったとは思わない 0 あまりよかったとは思わない 0
まったくよかったとは思わない 0 まったくよかったとは思わない 0
無回答 1
資料：2010年1月，2011年1月のゼミ生へのアンケート結果より作成．
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の一角（2つの圃場で約12a）を舞台に行ってき
た。学生たちは、4月の溝掘りと播種から10月
の精米までほぼひと月に一度、分担しながら現
地を訪問し、組織的に水稲作等を行なってき
た。学生たちは、学生ごとに多様な思い出を残
しているようだが、中山間地域の農業や農村の
現状やゼミ生同士、西谷集落の皆さんとのコ
ミュニケーションを通して、会話することの重
要性を学んでいるようにみてとれる。取り組み
を継続していくためには、「経済的負担の軽減」
や学園祭を含めて「農産物販売の方法」、「ゼミ
生同士の関係づくり」や「西谷の方との関係づ
くり」などの課題が指摘されている。「経済的
負担の軽減」は、外部資金の獲得も含めて検討
することが求められる一方で、販売方法や関係
づくりについては、このプロジェクトの理念や
目的を関係者間で話し合い、新たな方向性を見
出していくことが必要であろう。毎年 1月に行
う事後評価アンケートの中には、「次々と課題
が生まれてくるでしょうが、長く続けること自
体に意味があると思います」（2010年度アンケー
ト結果）という指摘もあった。プロジェクトの
継続には、学生を中心とした大学側と受け入れ
側の集落住民との間で、居住地や職業、世代の
ϫ．まとめ
本報告は、2009年度から筆者のゼミナール
で行ってきた「中山間地域農業参画プロジェク
ト」の内容と学生たちからみた同プロジェクト
の評価について明らかにすることを目的として
いた。
2008年度に実施した二本松市東和地区での
「地理学野外実習C」の実施時における交流会
を直接的な経緯として始まった。実習先の二本
松市東和地区は阿武隈高地に位置し、1990年代
以降、急速に耕作放棄地の拡大に悩まされてき
た地域である。また、2000年代以降は農家数自
体も大きく減少してきている地域でもある。学
生たちとの交流は、この地域で生産と生活を続
ける住民にとっても、新たな活力を得るという
点で重要な意味をもっているともいえそうであ
る。
プロジェクトに参加した学生たちの多くは、
小学校高学年を中心に数回の農作業経験がある
ものの、中山間地域農村において農作業をする
という経験は、ほとんどの学生が初めてであっ
た。中山間地域農業参画プロジェクトは、農業
基盤整備の進展が遅れた中山間地域の棚田地帯
表 8　「中山間地域農業参画プロジェクト」の継続意欲
1）2009年度
3年生 4年生
是非続けたい 9 是非続けたい（是非続けてほしい） 6
続けたい 2 続けたい（続けてほしい） 2
どちらともいえない 2 どちらともいえない 0
続けたくない 0 続けたくない（続けてほしくない） 0
2）2010年度
3年生 4年生
是非続けたい 5 是非続けたい（是非続けてほしい） 10
続けたい 5 続けたい（続けてほしい） 3
どちらともいえない 2 どちらともいえない 0
続けたくない 0 続けたくない（続けてほしくない） 0
資料：2010年1月，2011年1月のゼミ生へのアンケート結果より作成．
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 4） 農業集落としての西谷集落は、行政区の西谷区と
同じ範域である。
 5） ただし、これらは強制参加ではなく、それぞれの
作業前にゼミ内で参加希望者を募って行うことを
原則としている。
 6） 周囲の水田では、地元の農家が田植機やバイン
ダーで田植えと稲刈りを行っている。
 7） 自己保全管理とは、水田として耕作可能な状態で
の管理がなされていることを指している。
 8） 色彩選別機付きの精米機とした理由は、取り組み
の 1年目にコイン精米機で精米したところ、カメ
ムシがなめたことによる変色したコメが見つかっ
たためである。そのため 2年目には色彩選別機付
きの精米機で精米を行った。
 9） 1年目の 2009 年度は、うるち米約 230kg 、もち米
130kg を得ることができた。2年目の 2010 年度は、
うるち米約 190kg 、もち米 150kg を得た。1年目は
7月～ 8月にかけて低温と降水量が多く一部でい
もち病の被害が出た。2年目は、8月の後半から高
温障害が発生し、収量があがらなかった。土地利
用型農業の難しさを感じる結果となった。
10） 毎年12月に 3、4年合同で実施している「就職活動
報告会」において、内定や進学先を決めた学生の
多くがこの点を指摘している。
11） 国士舘大学地理学教室発行のニューズレターには
No.44 と No.46 に、国士舘大学地理学教室のホーム
ページには、「専攻の写真帖」の No.249 と 259 にそ
れぞれ掲載されている。
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し、新たな価値を創造していく姿勢が問われて
いる。
以上のような取り組みは、結果として学生た
ちを受け入れてきた西谷集落にどのような影響
を与えたのだろうか。本稿では、大学生による
農業体験学習やそれを通した大学生との交流事
業が地域に与えたについて明らかにすることが
できなかった。この点は、大学生の学びの意義
のみならず交流を通した地域づくりという点で
も重要な論点を提供しうる内容をもっている。
これらについては、別稿において検討したい。
本稿をまとめるにあたり、2009 年度以降、度重ねて
国士舘大学宮地ゼミの農業体験を受け入れていただい
てきた福島県二本松市西谷集落の皆様に厚く御礼申し
上げます。また、NPO 法人ゆうきの里東和ふるさとづ
くり協議会の皆様、福島県地域振興課の皆様には、こ
の取り組みに対してご理解をいただくとともに、折に
触れて激励をいただいております。とくに 2010 年度
は、西谷集落で採択された地域づくり支援事業におい
て、農業ボランティアとして、宮地ゼミの学生を受け
入れる体制を採っていただいたことも、本プロジェク
トを継続していく上で有益でした。さらに、国士舘大
学文学部地理・環境専攻の先生方には、本プロジェク
トに対して、現地実習の許可のみならず専攻予算の支
援等をいただくなど温かい支援体制をつくっていただ
いてきました。以上の皆様に、末筆ながら厚く御礼申
し上げます。
なお、本稿は 2011 年度日本地理教育学会（於；秋田
大学）で報告した内容を基に作成したものである。
注
 1） 1990年代後半に、筆者は中山間地域における有機
農業の有機農業の発展可能性をテーマに、東和地
区で調査を行っていた。その成果は、宮地（2001）
を参照されたい。
 2） この授業は、国士舘大学文学部史学地理学科地
理・環境専攻の 3年次配当の必修科目である。
 3） この取り組みは1995年度に始まり、2008年度当時
で14年目を迎えていた．
